
パワークランプ 
中継接続用 
ワイヤーマウントプラグ５極 
● 特殊な専用工具が不要で、プライヤーで結線作業が 
 可能な一括圧接コネクタ 
● ０．７５ｍｍ２の太径ケーブルを簡単・確実に接続可能 
● １極あたり最大１０Ａの許容電流 
● 極性キーにより誤挿入を防止 
● ワイヤーマウントソケットとの嵌合では、ラッチ 
 ストッパにより、確実な嵌合保持 
● パネルマウントタイプも用意 

[ 適 合 対 象 ] ■コネクタ パワークランプ ワイヤーマウントソケット ３５５０５－６ｘｘ０－ｘ０ｘ GF 

■ケーブル 導体公称断面積および絶縁被覆外径： 表２参照 

 導体材料： 銅および銅合金、素線径：φ０．１６ｍｍ以上、 導体構造： 撚り線 

 絶縁被覆材質： 耐熱ビニル/ 架橋ビニル/ 架橋ポリエチレンなど 

 注）適合対象外の電線に関しては、弊社販売担当までお問合わせください。 
■パネル パネル厚：１．０～２．０ｍｍ、パネルカット推奨寸法図参照 

[定         格] ■項目 ■規格 

電圧 ＡＣ／ＤＣ ２５０Ｖ以下 

電流 最大１０Ａ／極、（但し隣接コンタクト２極以上に通電の場合は最大７Ａ／極） 

使用温度、湿度 －２０～７５℃ ，８５％ＲＨ以下 

 

[ 物理的特性 ] ■項目 ■規格  ■条件 

挿抜力 挿入力：１．９６Ｎ（２００ｇｆ）/ｐｉｎ以下 弊社適合コネクタとの組合せによる。挿抜スピード５ｍｍ／分 

 抜去力：０．４９Ｎ（５０ｇｆ）/ｐｉｎ以上 で測定する。規格は単極あたりの算出値。 
耐久性 試験後、接触抵抗増加値（２５ｍΩ以下） 挿抜５０回 

 を満足すること。 
耐振動性 試験後、接触抵抗増加値（２５ｍΩ以下） 振動試験時に瞬断を測定する。 

 を満足すること。瞬断１μ秒以下。 （表１参照） 
耐衝撃性 試験後、接触抵抗増加値（２５ｍΩ以下）  ５０Ｇ、１１ｍ秒、Ｘ・Ｙ・Ｚ方向 各３回。 

 を満足すること。瞬断１μ秒以下。 

[ 電気的特性 ] ■項目 ■規格  ■条件 

耐電圧 漏れ電流１mA以内で絶縁破壊が発生 隣接コンタクト間にＡＣ１０００ＶＲＭＳを１分間印加。 

 しないこと。 
絶縁抵抗 １０００ＭΩ以上  隣接コンタクト間にＤＣ６００Ｖ印加し１分後、測定する。 

瞬断 試験中に１μｓｅｃ以上の瞬断が発生し 振動試験は３Ｍシーケンス２として実施。 

 ないこと。 
接触抵抗 初期接触抵抗５０ｍΩ以下 抵抗測定電流１ｍＡ、開放電圧２０ｍＶの４端子法にて測定する。 

 各環境試験後の接触抵抗増加値が （弊社適合コネクタとの組合わせ時であり、コンタクトのバルク抵抗を含む。） 

 ２５ｍΩ以下のこと。   
    ●３Ｍシーケンス １／５０回挿抜→耐湿試験→塩水噴霧試験 
    ●３Ｍシーケンス ２／熱衝撃試験→湿度試験→振動試験 
    ●３Ｍシーケンス ３／高温寿命試験 
    ●H2Sガスシーケンス／５０回挿抜→H2Sガス試験 
    ●耐久挿抜試験／５００回挿抜 
   ＊各種環境試験条件は表１参照 

[材料及び処理] ■部品名 ■材料及び処理  ■備考 

ボディ ナイロン樹脂  ＵＬ９４Ｖ－０ 黒色 

カバー ポリカーボネイト樹脂  ＵＬ９４Ｖ－０ 半透明 

コンタクト 銅合金  ニッケル下地めっき 

   接点部：金めっき０．５μｍ以上 

表１ ■試験項目  ■試験条件 

耐湿試験  －１０～６５℃、９５％ＲＨ／１０サイクル 

塩水噴霧試験  塩化ナトリウム５％溶液、３５℃／４８時間 

熱衝撃試験  －５５℃→２５℃→８５℃→２５℃／５サイクル 

湿度試験（定常状態） ４０℃、９５％ＲＨ／９６時間 

高温寿命試験  ８５℃／１０００時間 

H2Sガス試験  濃度３±１ｐｐｍ、４０℃、７０～８０％RH／９６時間 

振動試験  １０→５５Ｈｚ、振幅１．５２ｍｍ又は１０Ｇ、１分間掃引／Ｘ・Ｙ・Ｚ方向各２時間 
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パワークランプ 
中継接続用 
ワイヤーマウントプラグ５極 

■オーダーインフォメーション 

35805-6   0-    GF 

適合電線導体サイズ 
 ８ ：AWG＃１８（０．７５ｍｍ２） 
 ０ ：AWG＃２０（０．５０ｍｍ２） 

適合電線外径 
 ０ ：φ２．２～３．０ｍｍ 
 １ ：φ２．０～２．３ｍｍ 
 ２ ：φ１．６～２．０ｍｍ 

35805-6  0-    GF 

オプション 
 ０ ：基本製品 
 M ：ドレイン線適合 

誤挿入防止キー 
 A ：タイプA 
 B ：タイプB （ＣＣ－Ｌｉｎｋ通信用） 

※製品番号の組合せは表２をご参照ください。 

コネクタタイプ 
 ０ ：標準 
 Ｐ ：パネルマウントタイプ 
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ドレイン線用 
R1.5 φ2.05 φ2.40 R1.5 

35805-6080-A□0 GF 35805-6180-A□0 GF 35805-6200-A□0 GF 35805-6000-B□M GF 
CC-Link通信ケーブル用 

適合絶縁被覆外径 
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電線接続後 

ラッチストッパ 
ワイヤーマウントソケットと嵌合後、ラッチストッパを回転させ 
ワイヤーマウントソケットのラッチ脇部に差し込むことにより、 
意図せぬ外力によるラッチ外れを防止できます。 
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推奨形状１（左側）は、カット形状上面のコーナーを 
面取りすることにより目視でコネクタ挿入方向を確認 
できます。 
推奨形状２（右側）は、カット形状を簡素化しています。 

パネル厚（mm） 
１．０ 及び １．２ 
１．４ 及び １．６ 
１．８ 及び ２．０ 

ＤＩＭ．Ａ（mm） 
３２．８ 
３３．２ 
３３．６ 

X.X X.X 

指定外寸法公差 

寸法 .０  .００ 
公差 ±.３ ±.１３ 

表２） 適合電線 

■製品番号  ■導体サイズ  ■絶縁被覆外径  ■カバー色 

３５８０５－６０８０－Ａ ０ ＧＦ ＡＷＧ＃１８ （０．７５ｍｍ２） φ２．２ｍｍ～φ３．０ｍｍ グレー 

３５８０５－６１８０－Ａ ０ ＧＦ ＡＷＧ＃１８ （０．７５ｍｍ２） φ２．０ｍｍ～φ２．３ｍｍ 青 

３５８０５－６２００－Ａ ０ ＧＦ ＡＷＧ＃２０ （０．５０ｍｍ２） φ１．６ｍｍ～φ２．０ｍｍ 黄 

３５８０５－６０００－Ｂ Ｍ ＧＦ ＡＷＧ＃２０ （０．５０ｍｍ２） φ２．２ｍｍ～φ３．０ｍｍ 赤 
 

※３５８０５－６０００－Ｂ Ｍ ＧＦ はＣＣ－Ｌｉｎｋ通信用ケーブルに適合します。 

※ＣＣ－Ｌｉｎｋ通信用ケーブルで使用されているドレイン線（素線径：φ０．１８ｍｍ）は以下の方法で接続することができます。 

  － 電線端部より３０～３５ｍｍ被覆を除去し、２０本～２４本のドレイン線を指で１０回程度（７回以上）撚り合わせます。 

  － コネクタカバーのドレイン線用の穴に挿入し、カバーをボディに押し込んでください。 

 

表示、誤挿入防止キー位置、電線挿入穴形状 

推奨形状１ 推奨形状２ 
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